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★市民交流サロン開館時間

午前９時～午後10時

問い合わせ

「
環
境
」「
育
児
」「
国
際
協
力
」
な
ど

な
ど
…
。
市
民
交
流
サ
ロ
ン
の
入
口
を

入
る
と
す
ぐ
に
、
市
民
活
動
な
ど
を
紹

介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
ズ
ラ
リ
！

市
内
で
活
動
す
る
お
も
な
団
体
の
ほ

か
、
市
外
の
市
民
活
動
情
報
も
こ
こ
で

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
分
た
ち
の
活
動
を
紹
介
し
た
い
と

い
う
団
体
も
ま
だ
ま
だ
募
集
中
。
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
な
ど
を
フ
ァ
イ
ル

に
し
て
、
市
民
交
流
サ
ロ
ン
へ
直
接
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
サ
ロ
ン
内
に
あ
る
大
型
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
を
使
っ
て
、
情
報
を
発
信
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
活
動
の
Ｐ
Ｒ
や

事
業
の
お
知
ら
せ
な
ど
を
映
像
で
放
映

し
た
い
と
い
う
団
体
は
、
市
民
交
流
サ

ロ
ン
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

交
流
サ
ロ
ン
に
は
、
み
な
さ
ん
の
市

民
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
が
い
ま
す
。

「
市
民
活
動
に
興
味
が
あ
る
け
ど
、

何
か
ら
始
め
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な

い
」「
ど
ん
な
団
体
が
ど
ん
な
活
動
を

し
て
い
る
の
か
、
他
の
団
体
の
こ
と
も

知
り
た
い
」
な
ど
、
市
民
活
動
に
関
す

る
相
談
は
お
ま
か
せ
く
だ
さ
い
。
何
か

き
っ
か
け
を
見
つ
け
た
い
と
い
う
か
た

は
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

市
民
活
動
の
情
報
が

こ
こ
に
集
ま
っ
て
い
ま
す

参加しやすい
雰囲気づくりを
秋田キャンパスネット
関根良栄さん

(秋田経済法科大学３年)

市
内
の
四
年
制
大
学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ク
ル
関
係
者
が
集
ま
り
、「
秋
田
キ
ャ

ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
」
を
、
昨
年
十
二
月
に
立

ち
上
げ
ま
し
た
。

他
の
大
学
の
人
た
ち
と
の
つ
な
が
り
が

必
要
と
感
じ
て
い
た
と
き
に
市
民
交
流
サ

ロ
ン
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
な
ら
、
市
の

中
心
だ
し
、
学
生
も
集
ま
り
や
す
い
。
月

一
回
は
「
秋
田
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
」
の

会
議
も
開
い
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
情
報
交
換
は
と

市
民
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
い
ま
す

お気軽にどうぞ！
アドバイザーのみなさん。

秋
田
駅
東
口
、
ア
ル
ヴ
ェ
３
階
に
あ
る
「
市
民
交
流
サ
ロ
ン
」
は
、

個
人
や
団
体
が
行
う
市
民
活
動
を
支
援
す
る
場
で
す
。
だ
れ
で
も
気

軽
に
使
え
て
、
情
報
収
集
な
ど
に
便
利
。
う
ま
く
活
用
し
て
、
交
流

の
輪
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
？

ど
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

見
よ
う
か
な

ア
ル
ヴ
ェ

階

秋
田
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
管
理
室TEL(

８
８
７)

５
３
１
０

市
民
交
流
サ
ロ
ンT

E
L(

８
８
７)

５
３
１
２

http://w
w
w
.alve.jp/salon/index.htm

３

サ
ロ
ン
で

市
民
交
流

市
民
活
動
の
ヒ
ン
ト
は

※市民活動…ボランティアやＮＰＯなど、市民が
自発的に行う、非営利的で公益性のある活動



マイライフ、マイ秋田
～みんなのまちを、みんなの手で～

読売新聞編集委員

橋本五郎さん
…秋田県琴丘町出身。朝の
情報番組「ズームイン！！
ＳＵＰＥＲ」のニュース解
説でもおなじみ。

３月16日(水) 午後２時30分～４時
アルヴェきらめき広場　参加無料

地方分権の流れの中で、市民は市政にどう関わり、
行政は市民とどう協働していくべきか、時局を交え
ながら市民協働の必要性について講演します。先着
200人。

３月３日(木)から、電話、ファクス、Eメールのいず
れかで、住所、氏名、電話番号を書いて、秋田市民
交流プラザ管理室へお申し込みください。１回の申
し込みにつき、４人まで申し込みできます。

秋田市民交流プラザ管理室(アルヴェ１階)
TEL(８８７)５３１０ ファクス(８８７)５３１１

Eメール ro-urky@city.akita.akita.jp

３月19日(土)午後１時～５時
20日(日)午前９時30分～午後４時

アルヴェ２階多目的ホール　参加無料
市民活動の担い手の発掘･連携と技術向上をはかる

ためのワークショップです。講師は、NPO法人「横浜
コミュニティデザイン･ラボ」常務理事の杉浦裕樹さ
んとNPO法人「ヒューマン･センター･デザイン･イニ
シアティブ」理事の渡辺保史さん。先着40人。

申し込み

秋田市民交流プラザ管理室、または市民交流サロン
まで、電話、ファクス、Eメールのいずれかで、住
所、氏名、電話番号をご連絡ください。
■秋田市民交流プラザ管理室(アルヴェ１階)
TEL(８８７)５３１０ ファクス(８８７)５３１１

Eメール ro-urky@city.akita.akita.jp
■市民交流サロン(アルヴェ３階)
TEL(８８７)５３１２ ファクス(８８７)５６５９
Eメール cosmo-space@alve.jp

◆講演会

申し込み

◆市民活動ワークショップ

創造的市民活動
のための道具箱

市
民
交
流
サ
ロ
ン
で
は
、
お
も
に
若

い
人
を
対
象
に
月
一
回
の
ペ
ー
ス
で
、

「
ヨ
ル
カ
イ
ギ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

毎
回
、
市
民
活
動
を
行
っ
て
い
る
ゲ

ス
ト
を
迎
え
、
そ
の
体
験
談
を
聞
き
な

が
ら
、
参
加
者
が
自
由
に
話
し
合
う
場

で
、
決
し
て
堅
苦
し
い
「
会
議
」
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
会
員
や
青
年

海
外
協
力
隊
経
験
者
ら
を
招
い
て
、

「
若
者
が
も
っ
と
市
民
活
動
に
参
加
す

る
に
は
?!
」
と
い
う
「
お
題
」
で
、
ざ

っ
く
ば
ら
ん
に
意
見
交
換
を
し
ま
し

た
。
い
ろ
ん
な
人
の
い
ろ
ん
な
話
が
聞

き
た
い
と
い
う
か
た
に
は
お
勧
め
の

「
カ
イ
ギ
」
で
す
。

今
後
の
開
催
日
程
は
随
時
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
民
活
動
の
た
め
の
ヒ
ン
ト
が
見
つ

か
る
市
民
交
流
サ
ロ
ン
。
上
手
に
活
用

し
て
、
人
の
輪
、
情
報
の
輪
を
広
げ
て

み
ま
せ
ん
か
。

い
ろ
ん
な
こ
と
聞
き
た
い
人

は
「
ヨ
ル
カ
イ
ギ
」
へ
！

「ヨルカイギ」では、市民活動のいろんな話が聞けます

て
も
重
要
で
す
。
同
じ
世
代
の
学
生
が
顔

見
知
り
に
な
っ
て
、
い
ろ
ん
な
話
を
す
る

こ
と
で
、
活
動
の
プ
ラ
ス
に
な
る
何
か
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
自
己
満
足
で
は
ダ
メ

だ
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
の
経
験
を
活
か

し
、
周
り
の
人
へ
の
情
報
提
供
を
お
ろ
そ

か
に
せ
ず
、
活
動
に
参
加
し
や
す
い
雰
囲

気
づ
く
り
を
す
る
。
そ
ん
な
情
報
の
窓
口

で
あ
り
た
い
で
す
ね
。

参
加
す
る
か
ど
う
か
迷
う
前
に
行
動
に

移
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
踏
み
出
し
た
そ

の
一
歩
が
、
人
と
の
新
し
い
つ
な
が
り
を

生
む
き
っ
か
け
で
す
。

講師

広報あきた　３月１日号03
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こ
れ

前
に
住
ん
で
い
た
市
区
町
村
か
ら

交
付
さ
れ
た
転
出
証
明
書

●
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
る

か
た
、
ま
た
は
国
民
年
金
に
加

入
し
て
い
る
か
た
は
窓
口
で
お

話
し
く
だ
さ
い

●市民課TEL(866)2018 ●土崎支所TEL(845)2261 ●新屋支所TEL(888)8080
●市民サービスセンター(アルヴェ)TEL(887)5320
●河辺市民センターTEL(882)5131 ●岩見三内連絡所TEL(883)2111
●雄和市民センターTEL(886)5523 ●大正寺連絡所TEL(887)2111

必
要
な
も
の
…

引
っ
越
し
の
シ
ー
ズ
ン
で
す

手
続
き

●住民異動の届け出場所●●

転
入
届

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
か
た
は
保
険
証
を
お

持
ち
く
だ
さ
い

必
要
な
も
の
…

転
居
届

住
民
異
動
届(

転
入
・
転
出
・
転
居)

を
出
す
と
、
転
校

に
必
要
な
書
類
を
交
付
し
ま
す
。
交
付
さ
れ
た
書
類
を

学
校
に
提
出
し
、
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

転
校 引

っ
越
し
を
し
て
か
ら
14
日
以
内
に
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い

転
入
し
て
か
ら
14
日
以
内
に
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い

他
の
市
区
町
村
か
ら
秋
田
市
へ
住
所
を
移
し
た
と
き

秋
田
市
内
で
住
所
を
移
す
と
き

①
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
か
た
は
保
険
証

②
印
鑑
登
録
し
て
い
る
か
た
は
印
鑑
登
録
証
ま
た
は

「
あ
き
た
市
民
カ
ー
ド
」

転
出
先
の
市
区
町
村
に
提
出
す
る
転
出
証
明
書
を

交
付
し
ま
す
。
転
出
先
の
住
所
を
確
か
め
て
か
ら
お

い
で
く
だ
さ
い
。

必
要
な
も
の
…

転
出
届

転
出
す
る
前
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い

秋
田
市
か
ら
他
の
市
区
町
村
へ
住
所
を
移
す
と
き

転
勤
な
ど
で
海
外
に
転
出
し
た
後
で
も
、
１
月

１
日
に
土
地
・
家
屋
を
所
有
し
て
い
た
か
た
や
、

前
年
中
に
所
得
が
あ
っ
た
か
た
な
ど
に
は
、
秋
田

市
の
市
民
税
や
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
納
税
通
知
書
の
送
り
先
や
税
金
の

納
め
方
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

市
民
税
課T

E
L(

８
６
６)

２
０
５
４

資
産
税
課T

E
L(

８
６
６)

２
８
３
６

「
あ
き
た
市
民
カ
ー
ド
」
は
、
住
民
票
、

印
鑑
登
録
証
明
書
の
自
動
交
付
機
を

利
用
す
る
際
に
必
要
な
カ
ー
ド
で
す
。

市
民
課
、
土
崎
・
新
屋
支
所
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
河
辺
・
雄
和

市
民
セ
ン
タ
ー
、
岩
見
三
内
・
大
正

寺
連
絡
所
で
発
行
し
て
い
ま
す
。

お
済
み
で
す
か

あ
れ

ア
ル
ヴ
ェ
１
階
の

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

３
月
か
ら

毎
日
開
館
し
ま
す

ア
ル
ヴ
ェ
に
あ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
は
、
３
月
か
ら
月
曜
休
館
で
な
く
な

り
、
毎
日
開
館
し
ま
す
。
ま
た
開
館
時
間

が
、
３
月
５
日
(土)
か
ら
右
記
の
よ
う
に
変

わ
り
ま
す
。
住
民
票
、
印
鑑
証
明
書
な
ど

の
自
動
交
付
機
も
同
じ
時
間
帯
で
利
用
で

き
ま
す
。

ま
た
、
市
税
の
証
明
書
が
、
土
・
日
、

祝
日
に
も
交
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、「
市
税
の
申
告
を
し
て
い
な
い
か

た
の
所
得
証
明
書
」「
被
扶
養
が
確
認
で
き

な
い
か
た
の
非
課
税
証
明
書
」「
法
人
に
か

か
る
市
税
の
証
明
書
」
な
ど
は
、
土
・
日
、

祝
日
に
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

問い合わせ

市民サービスセンターTEL(887)5320

新
し
い
開
館
時
間

平
　
日
　
▼
午
前
９
時
〜
午
後
７
時

土
・
日
、
祝
日
▼
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
15
分

海
外
に
転
出
さ
れ
る
か
た
へ



東
北
電
力
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

TEL

０
１
２
０
―
１
７
５
２
６
６

引
っ
越
し
が
決
ま
っ
た
ら
、
５

日
前
ま
で
に
、
引
っ
越
し
日
、

引
っ
越
し
元
、
引
っ
越
し
先
を
東
北

電
力
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

こ
ち
ら
の
届
け
出

も
お
忘
れ
な
く
！

電
気

東
部
ガ
ス
㈱
秋
田
支
社

T
E
L(

８
３
２)

６
５
９
５

引
っ
越
し
の
１
週
間
く
ら
い
前
ま

で
に
、
転
居
先
の
住
所
な
ど
を
ご

確
認
の
う
え
、
東
部
ガ
ス
に
お
電
話

く
だ
さ
い
。

ガ
ス

中
央
郵
便
局
郵
便
課

T
E
L(

８
２
３)

２
９
０
０

郵
便
局
窓
口
に
あ
る
「
転
居
届
」

の
は
が
き(

押
印
必
要)

を
出
し
て

く
だ
さ
い
。
向
こ
う
１
年
間
、

転
居
先
に
郵
便
物
を
転
送
し
ま
す
。

郵
便

Ｎ
Ｈ
Ｋ
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

TEL

０
１
２
０
―
１
５
１
５
１

住
所
変
更
の
ご
連
絡
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
へ
お
願
い
し

ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ

引
っ
越
し
手
続
き
は
、
７
ペ
ー

ジ
の
「
水
道
の
広
場
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

粗大ごみの大きさ(たて・よこ・高さ・重さ)
を計ってから、専用電話に申し込みます。

専用電話TEL(８６５)５３００
平日の午前９時～午後４時(祝日を除く)

※週明けは混雑して、電話がつながり
にくいことがあります。

電話では、下記のことをお聞きし、収集
日、品目の手数料などをお知らせします。

●住所(アパート名、室番号まで)
●氏名　●電話番号　
●ごみの品目(重さ、大きさも)
●個数(原則５個まで)

電話でお知らせした金額の証紙(金券シ
ール)を、「粗大ごみ用証紙取扱所」で購
入し、粗大ごみの見やすいところへ貼
り、収集日の午前９時までに自宅の玄
関前または集合住宅などの指定された
場所に出してください。
※収集時に立ち会う必要はありません。

●金券シール取扱所は市内約340か所
金券シールは、市役所売店、土崎・新

屋支所、河辺・雄和市民センター、各地
域センターのほか、「粗大ごみ用証紙取扱
所」の表示のある、スーパー、コンビニ、
ホームセンターなどで購入できます。

●金券シールは４種類
金券シールは、100円・200円・500

円・1,000円の４種類を用意していま
す。組み合わせてお使いください。

粗大ごみの収集は、専用電話にお申し
込みください。１回の収集で申し込み
できるのは、原則５個までとなります。

▼
河
辺
・
雄
和
区
域
で
は
、
４
月
１
日
か
ら
の
実
施
と
な
り
ま
す

金券シールをお求めください

市税の納付窓口を開設
３月12日(土)から27日(日)までは、平

日のほか土・日曜日、振替休日にも、
市税(市県民税、固定資産税、軽自動
車税など)の納付窓口を開設します。

納税相談にも応じますので、ぜひご
利用ください。

土・日、振替休日の開設日時

３月12日(土)・13日(日)
19日(土)・20日(日)・21日(月)
26日(土)・27日(日)

午前８時30分～午後５時15分

納税課(市庁舎２階)TEL(８６６)２０５８

納付窓口

３月の土・日、振替休日に

今年４月から、軽自動車税の口座振
替と、市県民税および固定資産税の全
期納付(年税額を１期の納期時にまと
めて支払う制度)が始まります。

また、４月25日までに金融機関や
納税課で口座振替の手続きをすると、
１期分の支払いから口座振替ができ
ます。市税の納付には、簡単で便利
な口座振替をご利用ください。

軽自動車税の口座振替と
市県民税、固定資産税の
全期納付ができるようになります

粗
大
ご
み
…
金
券
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
出
し
ま
し
ょ
う

粗大ごみの申し込み

秋
田
市
水
道
局

T
E
L(

８
２
３)

８
４
３
１

水
道

この税が
一市二町の

輪を固め

３月は市税完納強調月間です。納
期限が過ぎた市税があるかたは、３
月中に納付するようお願いします。
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４
月
１
日
か
ら
上
下
水
道
局
に
変
わ
り
ま
す

経
営
の
効
率
化
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
を
は

か
る
た
め
に
、
水
道
事
業
と
下
水
道
事
業
の
組
織
を
統
合

し
、
４
月
か
ら
新
し
く
上
下
水
道
局
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
上
下
水
道
局
の
新
し
い
組
織
や
窓
口
な
ど
、
詳
し

く
は
４
月
の
広
報
あ
き
た
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
現
在
下
水
道
総
務
課
で
受
け
付
け
し
て
い
る
左

記
の
内
容
は
、
４
月
１
日
（金）
か
ら
は
現
在
の
水
道
局
が
受

け
付
け
場
所
と
な
り
ま
す
。

●
下
水
道
使
用
料
や
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
に
関

す
る
こ
と

●
水
洗
ト
イ
レ
の
改
造
に
と
も
な
う
資
金
の
融
資
あ
っ

せ
ん
や
助
成
に
関
す
る
こ
と

●
排
水
設
備
に
関
す
る
こ
と

秋
田
市
水
道
局
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
安
全
で
良
質
な
水
道
水
を
供
給
す
る
た
め
、
適
切
な
浄
水
処
理
と
安
全
性
を

確
認
す
る
水
質
検
査
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
検
査
結
果
を
広
報
あ
き
た
の
「
水
道
の
広
場
」
や
秋
田
市
水
道
局
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
よ
り
一
層
、
水
質
検
査
を
適
正
化
し
、
そ
の
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
、
平
成
17
年
度
水
質
検
査
計
画
（案）

を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
（案）
に
対
す
る
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

平
成
17
年
度
水
質
検
査
計
画

（案）
の

お
も
な
内
容

水
質
検
査
計
画
は
、
適
正
な
水
質
検
査
を
行
う
に
あ
た

り
、「
ど
の
よ
う
な
項
目
を
」「
ど
の
地
点
で
」「
ど
の
く
ら

い
の
頻
度
で
」
行
う
か
な
ど
を
定
め
た
も
の
で
、
次
の
よ

う
な
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
基
本
方
針

◆
水
道
事
業
の
概
要

◆
原
水
の
水
質
状
況
な
ど

◆
水
質
検
査
方
法

◆
臨
時
水
質
検
査

◆
採
水
地
点
、
検
査
項
目
、
検
査
頻
度
お
よ
び

そ
の
理
由

詳
し
い
水
質
検
査
計
画

（案）
に
つ
い
て
は
、
水
道
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
水
道
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.akita.akita.jp/city/w

t

※
閲
覧
方
法
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
水
道
局
水
質

管
理
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

0066

水
質
検
査
計
画

（案）
に
対
す
る

皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

水
質
検
査
計
画

（案）
に
関
す
る
ご
意
見
や
ご
質
問
を
募

集
し
ま
す
。

■
受
付
期
間

３
月
１
日

（火）
〜
３
月
25
日

（金）
必
着

■
応
募
方
法

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
に
て
お
送
り

く
だ
さ
い
。
ご
意
見
に
は
必
ず
「
水
質
検
査
計
画

（案）
」

と
明
記
し
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
ご
記
入
く

だ
さ
い
。

※
電
話
に
よ
る
受
け
付
け
お
よ
び
個
別
の
回
答
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
あ
て
先

〒
０
１
０
‐
１
６
５
２

秋
田
市
豊
岩
豊
巻
字
上
野
164

「
秋
田
市
水
道
局
水
質
管
理
セ
ン
タ
ー
」

電
　
話
（
８
２
８
）
１
４
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
８
２
８
）
６
２
９
１

Ｅ
メ
ー
ル
　akitaw

@
bz01.plala.or.jp



水道についてのご相談・お問い合わせは、水道局サービスセンター　TEL(823)8431

「水道の広場」では皆さまからの、ご意見・ご感想・ご質問などをお待ちしています。

宛先／〒010－0945秋田市川尻みよし町14－8 水道局総務課企画係　TEL(８２３)８４３４　ＦＡＸ(８２４)７４１４
Ｅメール　ro-wtmn@ci ty .ak i ta .ak i ta . jp

また、水道局ホームページでは水道に関するさまざまな情報を閲覧できますので、ぜひご利用ください。

http: / /www.c i ty .ak i ta .ak i ta . jp /c i ty /wt

３
月
・
４
月
は
転
入
転
出
の
時
期
と
な
り
引
っ

越
し
が
多
く
な
り
ま
す
。
引
っ
越
し
に
と
も
な
う

水
道
の
使
用
中
止
・
開
始
の
届
け
出
は
電
話
で
で

き
ま
す
が
、た
い
へ
ん
混
み
合
う
時
期
で
す
の
で
、

引
っ
越
し
の
１
週
間
前
ま
で
に
左
記
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

こ
ん
な
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

引
っ
越
し
に
と
も
な
う
届
け
出
の
ほ

か
、
次
の
よ
う
な
場
合
で
も
届
け
出
や

連
絡
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
す
ぐ

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
水
道
の
使
用
者
や
所
有
者
が
変
わ
っ

た
と
き

（
お
名
前
が
変
わ
っ
た
と
き
も
）

▼
家
の
取
り
壊
し
な
ど
で
水
道
を
廃
止

す
る
と
き

▼
長
期
間
水
道
を
使
用
し
な
い
場
合

や
、
再
度
使
用
す
る
と
き

（
長
期
出
張
、
旅
行
、
入
院
な
ど
）

水
道
料
金
の
お
支
払
い
は

便
利
な
口
座
振
替
で

口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
水
道
局
、

各
市
民
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
取
扱
金
融
機

関
の
窓
口
で
で
き
ま
す
。
預
・
貯
金
通

帳
、
金
融
機
関
届
出
印
、「
お
客
さ
ま

番
号
」
が
わ
か
る
お
知
ら
せ
票
や
納
入

通
知
書
兼
領
収
書
を
お
持
ち
に
な
り
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

コ
ン
ビ
ニ
で
も
お
支
払
い
で
き
ま
す

納
入
通
知
書
で
お
支
払
い
の
か
た
、

ま
た
、
引
っ
越
し
な
ど
で
口
座
を
解
約

す
る
か
た
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
支
払
い
す
る
際
は
、
納
入
通
知
書
の

裏
面
に
記
載
さ
れ
て
い
る
取
扱
店
を
確

認
の
う
え
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

使
用
中
止
す
る
と
き

水
道
料
金
の
精
算
を
し
ま
す
。
引
っ
越
し
す
る
１
週
間
前
ま

で
に
左
上
の
各
連
絡
先
ま
で
、
次
の
こ
と
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
ご
連
絡
の
際
は
、
検
針
ま
た
は
推
定
の
お
知
ら
せ

票
や
納
入
通
知
書
兼
領
収
書
に
記
載
の
「
お
客
さ
ま
番
号
」
を

お
伝
え
い
た
だ
く
と
、
手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

●
住
所
（
ア
パ
ー
ト
名
・
部
屋
番
号
）

●
氏
名
（
水
道
使
用
者
名
）

●
連
絡
先
（
引
っ
越
し
先
ま
た
は
携
帯
電
話
番
号
）

●
引
っ
越
し
日
（
使
用
中
止
日
）

●
引
っ
越
し
先
の
住
所

※
引
っ
越
し
す
る
場
合
は
、
引
っ
越
し
先
の
水
道
の
使
用
開

始
手
続
き
も
お
忘
れ
な
く
。

使
用
開
始
す
る
と
き

左
上
の
各
連
絡
先
ま
で
、
次
の
こ
と
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
住
所
（
ア
パ
ー
ト
名
・
部
屋
番
号
）

●
氏
名
（
水
道
使
用
者
名
）

●
連
絡
先
（
自
宅
ま
た
は
携
帯
電
話
番
号
）

●
引
っ
越
し
日
（
使
用
開
始
日
）

※
入
居
し
た
と
き
に
、
水
が
出
る
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

（
水
抜
き
栓
で
止
ま
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
水
抜
き
栓
を
操

作
し
て
も
水
が
出
な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

ま
た
、
ア
パ
ー
ト
や
貸
家
な
ど
の
玄
関
、
ポ
ス
ト
に
入
っ
て

い
る
「
口
座
振
替
依
頼
書
」
で
も
届
け
出
が
で
き
ま
す
。
必
要

事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
返
信
用
封
筒
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

市
内
で
引
っ
越
し
さ
れ
る
か
た
へ

前
住
所
で
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
た
か
た
で
も
、
引
っ

越
し
先
の
新
し
い
住
所
で
再
度
口
座
振
替
の
手
続
き
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

水
道
局
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

TEL

（
８
２
３
）
８
４
３
１

河
辺
市
民
セ
ン
タ
ー
上
下
水
道
班

TEL

（
８
８
２
）
５
２
５
１

雄
和
市
民
セ
ン
タ
ー
上
下
水
道
班

TEL

（
８
８
６
）
５
５
５
５

受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

連
絡
先
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今
回
の
合
併
に
伴
い
、
先
月
六
日
に
は

河
辺
・
雄
和
両
地
区
に
お
い
て
市
議
会
議

員
の
増
員
選
挙
が
行
わ
れ
四
名
の
か
た
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。
各
議
員
に
は
新
生
秋

田
市
の
発
展
と
地
域
の
振
興
に
ご
尽
力
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

ひ
と
く
ち
に
春
の
足
音
と
言
っ
て
も
、

人
そ
れ
ぞ
れ
感
じ
方
が
異
な
る
も
の
で
し

ょ
う
。
中
で
も
、
心
も
ち
和
ら
い
だ
よ
う

に
感
じ
ら
れ
る
日
ざ
し
、
鋭
さ
が
な
く
な

り
丸
み
を
帯
び
た
軒
の
つ
ら
ら
な
ど
、
自

然
界
の
現
象
が
代
表
的
な
も
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
加
え
て
、
春
夏
秋
冬
が
明

瞭
な
日
本
で
は
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
を

楽
し
も
う
と
す
る
趣
が
街
角
で
目
に
つ
き
、

暮
ら
し
の
中
に
も
生
き
て
い
ま
す
。

い
つ
も
食
べ
物
の
話
で
恐
縮
で
す
が
、

私
は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
「
う
ぐ
い
す
餅
」

「
さ
く
ら
餅
」「
か
し
わ
餅
」
と
、
街
の
お

菓
子
屋
さ
ん
に
並
ぶ
春
の
「
餅
シ
リ
ー
ズ
」

に
目
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
酒
も
そ

こ
そ
こ
に
嗜た

し
な

み
ま
す
の
で
、
甘
辛
両
刀
遣

い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
私
は
こ
れ
ま
で
、
黄
緑
色

を
し
て
い
る
「
う
ぐ
い
す
餅
」
の
由
来
は
、

鳥
の
ウ
グ
イ
ス
の
色
か
ら
き
て
い
る
と
思

い
こ
ん
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ウ
グ
イ

ス
の
鳴
き
声
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
も
の

の
、
ウ
グ
イ
ス
を
間
近
で
見
た
こ
と
は
な

く
、
雑
学
大
家
を
め
ざ
す
私
と
し
て
は
気

に
な
る
こ
と
こ
の
う
え
な
し
で
す
。

そ
こ
で
調
べ
て
み
ま
し
た
。
定
か
で
は

な
い
も
の
の
、
昔
、「
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
」
と

い
う
ウ
グ
イ
ス
の
声
を
聞
い
た
人
が
そ
の

姿
を
探
す
と
、
た
ま
た
ま
「
メ
ジ
ロ
」
が

居
合
わ
せ
、
そ
れ
を
ウ
グ
イ
ス
と
勘
違
い

し
、
メ
ジ
ロ
の
色
を
ウ
グ
イ
ス
色
と
言
う

よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

う
ぐ
い
す
餅
を
色
の
面
か
ら
正
確
に
と

ら
え
る
と
「
め
じ
ろ
餅
」
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
世
の
中
何
も
か
も
正
確
で
あ

る
必
要
は
な
く
、
勘
違
い
を
ひ
と
つ
の
文

化
に
し
て
し
ま
う
日
本
人
の
寛
容
な
精
神

風
土
や
自
然
を
愛め

で
る
心
の
深
さ
な
ど
は

日
本
人
の
優
れ
た
資
質
だ
と
思
い
ま
す
。

国
際
化
と
い
う
錦
の
御
旗
の
も
と
に
、

勝
ち
組
が
負
け
組
を
下
に
置
く
ア
メ
リ
カ

流
の
競
争
社
会
の
導
入
が
、
あ
た
か
も
唯

一
無
比
の
日
本
の
再
生
の
道
の
よ
う
に
言

わ
れ
、
ま
た
自
己
決
定
・
自
己
責
任
の
社

会
だ
け
が
望
ま
し
い
未
来
の
よ
う
に
語
ら

れ
る
時
代
に
入
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、

現
在
の
日
本
の
状
況
下
で
は
必
ず
し
も
否

定
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
だ
け
で
二
十

一
世
紀
の
日
本
社
会
を
展
望
す
る
と
い
う

の
は
、
は
な
は
だ
寂
し
い
限
り
で
す
。

切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
も
、
勝
ち
組
は
負

け
組
を
思
い
や
る
心
の
広
さ
や
、
協
調
・

互
助
と
い
う
日
本
の
柔
ら
か
な
精
神
風
土

も
大
切
に
し
な
が
ら
新
し
い
社
会
を
模
索

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
ウ
グ
イ
ス
と
い
う
鳥
は
甘

い
も
の
も
好
物
な
ん
だ
そ
う
で
す
。

市長●佐竹敬久

春
の
足
音

秋田市ホームページで市長の動向や記者会見の
内容などをお伝えしています。
http://www.city.akita.akita.jp/

08

うぐいす餅にさくら餅…。春はもうすぐです
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渡
辺
さ
ん
は
、
当
時
高
校

三
年
生
。
“
秋
田
ま
ご
こ
ろ
”

国
体
で
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技

の
補
助
員
を
務
め
ま
し
た
。

「
会
場
で
は
、
雑
用
な
ど

の
お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。

ラ
イ
フ
ル
射
撃
の
会
場
が
飯

島
だ
っ
た
の
で
、
秋
田
駅
か

ら
バ
ス
に
乗
っ
て
出
か
け
た

思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
国
体

関
係
者
に
は
、
バ
ス
の
優
待

乗
車
券
が
配
ら
れ
た
ん
で

す
」
と
、
当
時
の
バ
ス
券
を
見
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、
補
助
員
の
名
札
、

開
会
式
の
マ
ス
ゲ
ー
ム
で
踊
っ
た
と

き
に
着
た
衣
裳
な
ど
を
大
事
に
と
っ

て
い
ま
す
。

そ
ん
な
渡
辺
さ
ん
に
は
、
も
う
一

つ
大
切
な
思
い
出
が
…
。

「
私
の
旧
姓
は
、
相
場
と
い
う
ん

で
す
が
、
ラ
イ
フ
ル
射
撃
の
大
阪
代

表
の
学
生
さ
ん
に
、『
愛あ

い

葉ば

』
さ
ん
と

い
う
か
た
が
い
た
ん
で
す
。
名
字
が

同
じ
な
の
も
何
か
の
縁
。
国
体
期
間

中
、
親
し
く
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
」

と
渡
辺
さ
ん
。
当
時
大
学
三
年
生
の

愛
葉
さ
ん
と
は
、
国
体
が
終
わ
っ
て

か
ら
も
、
四
年
間
は
文
通
で
親
交
を

深
め
ま
し
た
が
、
渡
辺
さ
ん
の
結
婚

を
機
に
交
流
が
途
絶
え
ま
し
た
。

「
連
絡
を
取
ら
な
く
な
っ
て
三
十
年

目
の
平
成
七
年
に
阪
神
大
震
災
が
起

き
た
で
し
ょ
う
。
何
よ
り
も
愛
葉
さ

ん
の
安
否
が
気
が
か
り
で
し
た
。
で

も
、
所
在
を
確
か
め
る
手
段
が
な
く

て
」
と
半
分
あ
き
ら
め
て
い
た
渡
辺

さ
ん
。
し
か
し
、
昨
年
、
市
の
国
体

準
備
室
の
協
力
も
あ
り
、
仕
事
の
関

係
で
愛
知
県
名
古
屋
市
に
住
ん
で
い

た
愛
葉
さ
ん
と
連
絡
を
と
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

渡
辺
さ
ん
は
、「
電
話
に
出
た
愛
葉

さ
ん
も
び
っ
く
り
し
て
い
ま
し
た
。

昔
の
話
に
花
が
咲
い
て
懐
か
し
か
っ

た
で
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
お
会

い
し
た
い
で
す
」
と
ニ
ッ
コ
リ
。

す
て
き
な
出
会
い
が
あ
っ
た
“
秋

田
ま
ご
こ
ろ
”
国
体
。
平
成
十
九
年

の
わ
か
杉
国
体
で
も
「
何
か
お
手
伝

い
し
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

二
月
二
十
六
日
か
ら
三
月
五
日
ま
で
長

野
県
で
開
催
さ
れ
て
い
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
冬
季
世
界
大
会
を
前
に
、

二
月
十
三
日
、
秋
田
で
も
そ
の
聖
火
リ
レ

ー
「
な
ま
は
げ
ト
ー
チ
ラ
ン
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
は
、
知

的
発
達
障
害
の
あ
る
人
た
ち
の
自
立
と
社

会
参
加
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
国
際
的
な
ス
ポ

ー
ツ
組
織
。
通
常
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
同

様
、
四
年
に
一
度
、
世
界
大
会
が
開
か
れ

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
タ
イ
ム
や

記
録
を
競
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
参

加
者
全
員
が
表
彰
を
受
け
、
個
人
の
努
力

が
評
価
さ
れ
る
と
い
う
大
会
で
す
。

秋
田
な
ま
は
げ
ト
ー
チ
ラ
ン
に
は
、
障

害
の
あ
る
人
た
ち
が
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
と
し

て
百
二
人
、
伴
走
者
約
七
百
人
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
約
三
百
人
が
参
加
。
ア
テ
ネ
五
輪

陸
上
出
場
の
伊
藤
友
広
選

手(

南
外
村
出
身)

や
な
ま
は

げ
も
一
緒
に
走
り
盛
り
上

げ
て
く
れ
ま
し
た
。

ア
ル
ヴ
ェ
か
ら
山
王
中

学
校
ま
で
、
沿
道
の
大
声

援
を
受
け
な
が
ら
繰
り
広

げ
ら
れ
た
聖
火
リ
レ
ー
。

み
ん
な
の
“
熱
い
思
い
”

も
し
っ
か
り
と
リ
レ
ー
さ

れ
た
よ
う
で
す
。

！

熱
い
思
い
を

み
ん
な
で
リ
レ
ー

ゴールまであと少し。がんばれ！

素
敵
な
出
会
い
。

き
っ
か
け
は「
相
場
」
と
「
愛
葉
」

渡
辺
ア
ヤ
子
さ
ん(

61
歳
・
土
崎)

マスゲームの衣裳を手にした渡辺さん。
「開会式の晴天は忘れません」

思い出の品々。愛葉さんからの手紙
も大事にしています。

秋田市国体準備室TEL(866)2830

昭和36年の秋田国体が縁で今も他県の人と交流が
あるかたの思い出を紹介します。“まごころ”がつま
ったあなたのお話を聞かせてください。

あれは44年前…

★
スペシャル
オリンピックス



地
域
振
興
局
総
務
課

T
E
L(

８
６
６)

２
７
８
５

問
い
合
わ
せ

池
田
朋
恵
　
石
井
誠
　

片
桐
登
司
夫
　
工
藤
三
男

斉
藤
二
男
　
吉
田
ミ
チ
子

池
田
剛
　
　
鈴
木
昇

長
谷
部
き
み
子
　
堀
井
藤
隆

堀
井
道
子
　
石
井
成

今
川
勉
　
　
工
藤
正

竹
下
博
英
　
牧
野
正
則

加
藤
平
　
　
黒
崎
一
紀

佐
藤
剛
　
　
�
田
金
男

岡
部
正
高
　
小
野
寺
一
志
　

金
慶
一
　
　
佐
々
木
治
右
エ
門
　

二
木
賢
　
　
小
野
寺
平
紀
　

鈴
木
光
喜
　
山
上
鐵
雄
　

山
上
信
子
　
山
本
美
喜
子
　

佐
藤
國
男
　
佐
藤
正
豊
　

進
藤
芳
明
　
藤
田
茂
　

藤
原
貢
　
　
大
野
正
平
　

川
上
正
幸
　
�
橋
恒
悦
　

�
橋
重
美
　
高
橋
敏
昭

地
域
審
議
会
委
員

●
河
辺
地
域
審
議
会

●
雄
和
地
域
審
議
会

雄和の雪祭り

民
話
の
夕
べ

二
月
五
・
六
日
、「
雄
和
の
雪
祭
り
」
が

雄
和
糠
塚
華
の
里
で
開
催
さ
れ
、
た
く
さ

ん
の
家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

五
日
夜
、
里
の
家
で
開
か
れ
た
民
話
の

夕
べ
で
は
、
県
民
話
の
会
の
傳で

ん

み
さ
子
さ

ん
が
「
む
か
〜
し
む
か
し
、
あ
っ
た
ど
…
」

と
い
う
出
だ
し
で
始
ま
る
秋
田
の
民
話
を

披
露
。
茅
葺
き
屋
根
、
囲
炉
裏
と
い
う
、

昔
話
に
は
ぴ
っ
た
り
の
会
場
で
、
傳
さ
ん

の
や
さ
し
く
て
、
あ
っ
た
か
い
秋
田
弁
に
、

大
人
も
子
ど
も
も
時
間
を
忘
れ
、
じ
っ
と

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

六
日
に
は
、
雪
の
田
ん
ぼ
に
手
植
え
し

た
わ
ら
を
数
日
間
そ
の
ま
ま
に
し
、
倒
れ

具
合
や
雪
の
積
も
り
か
た
で
そ
の
年
の
作

柄
を
占
う
と
い
う
「
雪
中
田
植
え
」
を
実

演
。
そ
の
珍
し
い
光
景
に
、
集
ま
っ
た
お

客
さ
ん
も
興
味
津
々
の
様
子
で
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。

囲
炉
裏
、
馬
ソ
リ
、
茅
葺
き
…
。
会
場

で
見
ら
れ
た
懐
か
し
い
風
景
に
、
気
持
ち

も
癒
さ
れ
た
楽
し
い
雪
祭
り
で
し
た
。

＝
敬
称
略

地
域
審
議
会
委
員
は
、
公
共
的

団
体
な
ど
の
代
表
者
、
学
識
経
験

者
、
公
募
な
ど
に
よ
り
選
任
さ
れ

た
み
な
さ
ん
で
す
。

囲囲炉炉裏裏
い ろ り

のの火火、、馬馬ソソリリ
のの音音、、茅茅

か や

葺葺
ぶ

ききのの風風
豊
作
を
願
っ
て
、“
白
い
田

ん
ぼ
”
に
わ
ら
を
植
え
ま
す

馬
ソ
リ
の
運
行
は
子
ど

も
た
ち
に
大
人
気
！

第
一
回
地
域
審
議
会
を
開
催

第
一
回
地
域
審
議
会
を
開
催

＝
敬
称
略

10

河
辺
・
雄
和
地
域
の
住
民
の
声
を
行
政

運
営
に
反
映
さ
せ
、
き
め
細
か
な
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
展
開
を
は
か
る
た
め
設
置
さ
れ

た
「
地
域
審
議
会
」。
そ
の
第
一
回
目
と
な

る
会
合
が
開
か
れ
ま
し
た
。

二
月
十
六
日
、
河
辺
総
合
福
祉
交
流
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
河
辺
地
域
審
議
会
で

は
、
会
長
、
副
会
長
を
選
出
し
た
あ
と
、

事
務
局
か
ら
来
年
度
の
事
業
計
画
や
秋
田

市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
説
明
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
十
七
日
に
は
雄
和
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
で
雄
和
地
域
審
議
会
が
開
か

れ
、
同
じ
く
会
長
、
副
会
長
が
選
出
さ
れ

た
あ
と
、
地
域
個
性
発
揮
事
業
な
ど
の
説

明
が
事
務
局
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

二
回
目
の
審
議
会
は
、
四
月
中
旬
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

河辺地域審議会

審議会の役割
などを話し合い

雄和地域審議会



二
月
六
日
に
行
わ
れ
た
、
市
町
村
合

併
に
伴
う
市
議
会
議
員
増
員
選
挙
で
、

河
辺
・
雄
和
地
区
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
二
人

の
市
議
会
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ

れ
で
市
議
会
議
員
の
総
数
は
四
十
六
人

と
な
り
ま
す
。

小野寺　誠 (48歳)

河辺岩見字萱森留見瀬24-6
無職　無所属

熊谷　重隆 (57歳)

河辺北野田高屋字雷谷地47-2
農業　無所属

齊藤　善悦 (57歳)

雄和芝野新田字中台46
農業　無所属

工藤　四郎(63歳)
雄和新波字樋口9-1
会社役員　無所属

雄和花の森
野球場

新
し
く
４
人
の

市
議
会
議
員
が

加
わ
り
ま
し
た

※
八
橋
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
八
橋
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
土
崎
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
勝
平
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
利
用
案
内
は

21
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

河
辺
・
雄
和
地
区
の
屋
外
体
育
施
設
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。
運
動
に
、
レ
ジ
ャ
ー
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

河辺選挙区…有権者 8,743人 投票者数 6,571人 投票率 75.16％
雄和選挙区…有権者 6,762人 投票者数 5,591人 投票率 82.68％

河
辺
・
雄
和
の

屋
外
体
育
施
設
が
オ
ー
プ
ン

◆
各
施
設
と
も
受
け
付
け
は
利
用
希
望
日
の

前
月
１
日
か
ら(

５
月
分
以
降)

◆
貸
し
出
し
は
日
中(

雄
和
花
の
森
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
の
み
ナ
イ
タ
ー
あ
り)

●河辺岩見三内野球場(旧河辺町農村運動広場)
●河辺和田野球場(旧河辺町町民広場)
●河辺戸島野球場(旧河辺町戸島運動広場)
利用開始予定日 ４月21日(木)

河辺体育館TEL(882)3654

３月15日(火)から受け付け

申し込み

４月分の申し込み

河
辺
戸
島
野
球
場

●スポパークかわべ

利用開始予定日

スポパークかわべTEL(881)2411

４月１日(金)から受け付け

申し込み

４月分の申し込み

グラウンドゴルフ場・サッカー場・
多目的広場 ５月１日(日)
ゲートボール場 ４月21日(木)

●雄和新波野球場(旧雄和町営野球場)

雄和南体育館TEL(887)2318申し込み

４月分の申し込み

利用開始予定日 ４月21日(木)

３月15日(火)から受け付け

●雄和花の森野球場(旧雄和町運動公園球場)

雄和体育館TEL(886)2844申し込み

４月分の申し込み

利用開始予定日 ４月21日(木)

３月15日(火)から受け付け

●雄和花の森テニスコート
(旧雄和町運動公園テニスコート)

雄和体育館TEL(886)2844申し込み

４月分の申し込み ３月15日(火)から受け付け

利用開始予定日
日中 ４月１日(金)
ナイター ４月21日(木)

スポパークかわべ

広報あきた　３月１日号11
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12
国民健康保険税第９期の納期限は３月31日(木)です。期限内に納付するようお願いします。
納付には便利な「口座振替」をご利用ください。国保年金課TEL(866)2618

秋
田
市
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
に
対

し
、
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け

る
と
き
、
１
回
に
つ
き
800
円
の
受
療
費
を
助

成
し
ま
す
。

助
成
券
の
交
付
は
３
月
24
日
(木)
か
ら
行
い

ま
す
。
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
お
持

ち
の
う
え
、
国
保
年
金
課
、
土
崎
・
新
屋
支

所
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー(

ア
ル
ヴ
ェ

１
階)

、
河
辺
・
雄
和
市
民
セ
ン
タ
ー
、
岩

見
三
内
・
大
正
寺
連
絡
所
へ
ど
う
ぞ
。

■
対
象

申
請
時
に
55
歳
以
上
で
、
申
請
前

の
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
か
た

■
交
付
枚
数

１
人
で
年
度
内
40
枚(

１
枚

800
円
の
助
成
券
20
枚
綴
り
を
２
冊)

ま
で

●
問
い
合
わ
せ
　
国
保
年
金
課
給
付
担
当

T
E
L(

８
６
６)

２
０
９
８

秋
田
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
に
対
す
る

平
成
17
年
度
の
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
受
診
料

の
助
成
申
請
は
、
４
月
５
日
(火)
か
ら
11
日
(月)

ま
で
受
け
付
け
ま
す
。
受
け
付
け
時
に
、
国

民
健
康
保
険
の
資
格
の
有
無
と
国
民
健
康
保

険
税
の
納
付
状
況
を
確
認
し
ま
す(

完
納
し

て
い
な
い
場
合
に
は
受
け
付
け
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す)

。

実
施
医
療
機
関
、
定
員
な
ど
の
詳
細
は
、

次
号
の
広
報
あ
き
た
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
国
保
年
金
課
給
付
担
当

T
E
L(

８
６
６)

２
０
９
８
　

平
成
17
年
度
分
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告

を
、
地
区
ご
と
の
日
程
に
し
た
が
っ
て
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
広
報
あ
き
た
２

月
１
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
お
住
ま
い
の
地
区
の
指
定
日
に
申

告
で
き
な
か
っ
た
か
た
は
、
次
に
よ
り
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

旧
秋
田
市
の
か
た
▼
市
役
所
旧
職
員
会
館
２

階(

３
月
15
日
(火)
ま
で)

河
辺
区
域
の
か
た
▼
河
辺
市
民
セ
ン
タ
ー

(

３
月
９
日
(水)
か
ら
15
日
(火)
ま
で)

雄
和
区
域
の
か
た
▼
雄
和
市
民
セ
ン
タ
ー

(

３
月
15
日
(火)
ま
で)

受
付
期
間
終
了
間
際
に
な
る
と
、
会
場
が

混
み
あ
い
ま
す
。
申
告
は
お
早
め
に
ど
う
ぞ
。

●
問
い
合
わ
せ
　

市
民
税
課T

E
L(

８
６
６)

２
０
５
５

河
辺
市
民
セ
ン
タ
ーTEL(

８
８
２)

５
１
７
４

雄
和
市
民
セ
ン
タ
ーTEL(

８
８
６)

５
５
４
０

公
売
に
参
加
さ
れ
る
か
た
は
、
印
鑑
と
買

い
受
け
代
金
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
代
理
人

の
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。
最
低
公
売

価
格
は
２
万
５
千
円(

消
費
税
別)

で
す
。

な
お
、
都
合
に
よ
り
公
売
を
中
止
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
納
税
課
納
税

担
当
へ
。T

E
L(

８
６
６)

２
０
５
８

と
き
／
３
月
22
日
(火)
午
後
１
時
〜

と
こ
ろ
／
市
役
所
３
階
の
契
約
課
入
札
室

市
保
健
所
に
は
、
ね
こ
の
苦
情
や
相
談
が

年
間
約
200
件
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

内
容
は
、
糞
尿
、
悪
臭
、
鳴
き
声
、
捨
て
ね

こ
な
ど
、
生
活
環
境
の
被
害
が
多
く
を
占
め

ま
す
。

ね
こ
を
飼
っ
て
い
る
か
た
は
、
飼
い
主
と

し
て
の
責
任
を
し
っ
か
り
と
持
ち
、
ね
こ
の

生
態
、
習
性
、
生
理
を
よ
く
理
解
し
、
愛
情

を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

■
屋
内
飼
育
を
し
ま
し
ょ
う

感
染
症
や
不

慮
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
ま
た
、
近
隣
へ

の
迷
惑
も
考
え
、
屋
内
飼
育
に
努
め
ま
し

ょ
う
。
ね
こ
は
本
来
狭
い
範
囲
で
行
動
し
、

屋
内
だ
け
で
も
、
高
い
所
に
登
り
降
り
す

る
こ
と
で
運
動
量
は
満
た
さ
れ
ま
す
。
外

飼
い
に
慣
れ
た
ね
こ
で
も
、
飼
い
主
の
努

力
で
屋
内
で
飼
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

■
不
妊
手
術
を
し
ま
し
ょ
う

繁
殖
を
望
ま

な
い
の
で
あ
れ
ば
、
望
ま
れ
ず
に
生
ま
れ

て
く
る
不
幸
な
子
ね
こ
を
減
ら
す
た
め
に

も
不
妊
手
術
を
し
ま
し
ょ
う
。
不
妊
手
術

MATION
●市　役　所　か　ら　の　お　知　ら　せ

INFOR-

市
民
税
・
県
民
税
の

申
告
を
お
忘
れ
な
く

３

ね
こ
を
飼
う
と
き
は

責
任
と
愛
情
を
持
っ
て

５

４
電
話
加
入
権
の
公
売

国
民
健
康
保
険
加
入
者
に

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ

ー
ジ
の
受
療
費
を
助
成

１
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の

日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
受
診

申
請
は
４
月
５
日
か
ら

２

●訂正とおわび　広報あきた２月
16日号３ページ、市立病院の決算
額の表中、収益的収支の差引額は、
正しくは△4,579万６千円でした。
訂正しておわびします(市立秋田総
合病院総務課)

人口 17.２.１現在

●人口／336,322人(△79)
●男／160,285人(△47)
●女／176,037人(△32)

１月分・出生 224人
・死亡 277人
・転入 474人
・転出 500人

（ ）内は前月(旧河辺・雄和町分を含む)との比較

●世帯／133,105世帯(△20)



に
よ
り
、
マ
ー
キ
ン
グ
、
発
情
時
の
ケ
ン

カ
・
夜
鳴
き
が
な
く
な
り
、
攻
撃
性
も
低

下
し
ま
す
。
ま
た
生
殖
器
の
病
気
予
防
に

も
な
り
ま
す
。

■
迷
子
札
を
付
け
ま
し
ょ
う

迷
子
に
な
っ

て
保
護
さ
れ
て
も
飼
い
主
が
わ
か
ら
ず
帰

れ
な
い
ね
こ
が
い
ま
す
。
飼
い
ね
こ
に
は

首
輪
と
飼
い
主
の
連
絡
先
を
書
い
た
迷
子

札
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■
野
良
ね
こ
に
餌
を
与
え
な
い

飼
い
主
が

わ
か
ら
な
い
ね
こ
に
餌
を
や
り
続
け
る
と

そ
の
地
域
に
た
く
さ
ん
の
ね
こ
が
住
み
つ

き
、
排
泄
物
に
よ
る
悪
臭
や
庭
・
畑
荒
ら

し
な
ど
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
。
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
　
市
保
健
所
衛
生
検
査
課

T
E
L(

８
８
３)

１
１
８
２

広報あきた　３月１日号13

320万3千円
１月の家庭ごみなどの量は、基準(平成

15年１月)と比べて114㌧減り、貯金額は
先月より13万２千円増えました。
今年度も残り１か月。年度目標(ごみ減

量４千㌧、貯金額460万円)の達成に向けて、
さあ、ラストスパート！

１月末現在の環境貯金は

＊御所野の総合環境センターで焼却・溶融したごみの量(資源化物を除く)

５
か
月
連
続

で
貯
金
が
増

え
て
る
よ
！

１月の家庭ごみなどの量

「
泉
語
ら
い
の
家
」
に

宝
く
じ
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト

(財)自治総合センターか
ら、宝くじの収入をコミュ
ニティ活動の発展と宝くじ
の普及・広報に役立ててほ
しいと、泉語らいの家(泉中央六丁目秋
操近隣公園内)に、150万円の助成があり
ました。泉語らいの家では、会議用テー
ブルや視聴覚機器などを購入。より充実
した地域活動が期待されます。

今年の４月から、これまで県が行っ
ていた事務のうち、12の事務を市で行
うことになりました。

これは、県が平成16年度から始めた分権推進の取
り組みを秋田市独自のまちづくりのためのチャンス
と捉え、事務の移譲に市が積極的に応じたものです。

市自らの判断で決定できることの範囲が広がり、
より市民のみなさんに近いところで、より市の実情
に合ったまちづくりが行えるようになります。

県から市へ

問い合わせ 企画調整課TEL(866)2032

■届出先が県から市に変わります

■有料老人ホームの設置の届け出の受理
設置の事前協議や設置届などの審査。

移譲される12の事務のうち、有料老人ホームの設
置の届け出など６つの事務の届出先が県から市に変
わりますので、ご注意ください。

上記以外で県から移譲される事務…●農地転用の許
可等　●農地等の賃貸借の解約等の許可　●農用地
区域内における開発行為の許可　●土地に関する権
利移転後の利用目的の届け出の受理　●市の区域内
に新たに生じた土地の確認の届け出の受理　●市の
区域内の町および字の区域の変更の届け出の受理

■大規模小売店舗の新設等の届け出の受理
1,000㎡超の大規模小売店舗の新設や変更の届け
出の受理など。

県・商工業振興課から
市・商業観光課TEL(866)2112に変更

届出先

■特定工場の新設等の届け出の受理
敷地面積9,000㎡以上、または建築面積3,000㎡
以上の特定工場の新設や変更の届け出の受理など。

県・商工業振興課から
市・工業労政課TEL(866)2114に変更

届出先

■農用地の形質変更の許可等に関する事務
交換分合計画に伴う農用地の形質変更の認可。

県・農地整備課から
市・農政課TEL(866)2115に変更

届出先

■農業協同組合等の交換分合計画の認可
市農業委員会、土地改良区、農協が定めた交換分
合計画の認可、公告。

県・農地整備課から
市・農政課TEL(866)2115に変更

届出先

■分収林契約の募集等の届け出の受理
分収造林事業や分収育林事業の審査や勧告など。

県・森林整備課から
市・林務課TEL(866)2117に変更

届出先

県・長寿社会課から
市・高齢福祉課TEL(866)2095に変更

届出先

12の事務・権限移譲

指定ごみ袋の表示を変更しました
指定ごみ袋の印刷表示を

「秋田市河辺町雄和町指定ご
み袋」から「秋田市指定ごみ
袋」に変更しました。文字や
袋の色はこれまでと同じで
す。なお、変更前の指定ごみ
袋も引き続き使用できます。

指定ごみ袋の問い合わせ 廃棄物対策課TEL(866)2943

ここがなくなります

｛



平
成
15
年
度
の
老
人
保
健
医
療
費
は
約

291
億
円
で
、
前
年
度
よ
り
11
億
円
増
え
ま

し
た(

グ
ラ
フ
１)

。
一
人
当
た
り
に
す
る

と
年
に
75
万
７
千
円
か
か
っ
た
計
算
と
な

り
、
こ
れ
は
前
年
度
よ
り
５
万
８
千
円
増

え
て
い
ま
す
。

ま
た
そ
の
使
わ
れ
か
た
を
み
る
と
、
入

院
費
用
が
医
療
費
全
体
の
５
割
以
上
を
占

め
て
い
ま
す(

グ
ラ
フ
３)

。

老
人
保
健
医
療
費
は
、
自
己
負
担
分(

１

割
ま
た
は
２
割)

以
外
の
部
分
を
、
各
種
健

康
保
険
か
ら
の
拠
出
金(

支
払
基
金)

や
国
、

県
、
市
の
負
担
金(

税
金)

な
ど
で
ま
か
な

っ
て
い
ま
す(

グ
ラ
フ
２)

。

老
人
保
健
医
療
費
は
、
国
民
全
体
で
支

え
て
い
る
の
で
す
。
医
療
費
を
有
効
に
使

う
た
め
、
一
人
ひ
と
り
が
、
病
気
の
予
防

や
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
次
の
こ
と

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

み
ん
な
で
支
え
る
医
療
費

有
効
に
使
い
ま
し
ょ
う

1144

秋
田
市
の
老
人
保
健
医
療
費
は
291
億
円

秋
田
市
の
65
歳
以
上
の
人
口
は
６
万
人
を
超
え
、

市
民
の
ほ
ぼ
５
人
に
１
人
が
高
齢
者
と
呼
ば
れ
る

状
況
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

お
も
に
70
歳
以
上
の
か
た
が
受
給
し
て
い
る
老

人
保
健
医
療
制
度
の
医
療
費
も
、
年
々
増
加
し
続

け
て
い
ま
す
。
秋
田
市
で
は
、
ど
の
く
ら
い
の
医

療
費
が
使
わ
れ
て
い
る
の
か
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

■昭和７年９月30日以前に生まれたかた
■65歳以上で一定の障害のあるかた

老人保健の対象者

障
害
福
祉
課
医
療
福
祉
室

老
人
・
福
祉
医
療
担
当

電
話(

８
６
６)
２
５
１
３

フ
ァ
ク
ス(

８
６
３)
６
３
６
２

問い合わせ ●
病
気
の
早
期
発
見
と
早
期
治
療
を
心

が
け
ま
し
ょ
う

●
か
か
り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん
を
持
ち
ま

し
ょ
う

●
お
医
者
さ
ん
を
信
頼
し
、
指
示
を
よ

く
守
り
、
同
じ
病
気
で
複
数
の
お
医
者

さ
ん
に
か
か
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う

●
薬
は
、
お
医
者
さ
ん
の
指
示
ど
お
り

正
し
く
服
用
し
ま
し
ょ
う

＊
昭
和
７
年
10
月
１
日
以
降
に
生
ま

れ
た
70
歳
以
上
の
か
た
の
医
療
費

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
加
入

し
て
い
る
健
康
保
険
団
体
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

老
人
保
健
医
療
制
度
で
は
一
か
月
の
医

療
費
の
自
己
負
担
限
度
額
が
決
め
ら
れ
て

い
ま
す(

左
表)

。
入
院
や
通
院
で
一
か
月
に

支
払
っ
た
医
療
費
が
自
己
負
担
限
度
額
を

超
え
た
場
合
は
、
超
え
た
額
が
、
す
で
に

提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
「
老
人
保
健

高
額
医
療
費
支
給
申
請
書
」
で
お
届
け
の

預
金
口
座
に
、
後
日
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

障
害
福
祉
課
に
直
接
申
請
に
お
い
で
に
な

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
入
院
に
関
し
て
は
医
療
費
の

支
払
い
の
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
に
、
支

払
額
が
限
度
額
を
超
え
な
い
し
く
み
に
な

っ
て
い
ま
す
。
一
か
月
の
医
療
費(

食
事
代
、

パ
ジ
ャ
マ
代
は
除
く)

の
支
払
い
が
入
院
の

み
で
あ
れ
ば
還
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

一
か
月
の
医
療
費
は
、
病
院
・
診
療

所
・
歯
科
の
区
別
は
な
く
、
薬
局
で
の
負

担
金
も
合
算
し
ま
す
。

�

�

※１…老保該当者および同一世帯の70歳以上の高齢者
で、市民税の課税標準額が124万円以上のかたが
１人でもいる世帯のかた。ただし、70歳以上の
かたが２人以上の世帯で年収637万円未満、単独
世帯で年収450万円未満の場合は１割負担

※２…世帯員全員が市民税非課税の世帯
※３…所得が０円の世帯(例：年金収入のみの場合…

単独世帯で年収約65万円以下、夫婦２人世帯
では年収約130万円以下)

医療費の自己負担割合と１か月の自己負担限度額

医
療
費
が

た
く
さ
ん

か
か
っ
た
ら
…

老人保健医療制度の
高額医療費



広報あきた　３月１日号1155

老人保健医療の総医療費と
受給者数

老人保健医療費の負担割合
平成15年度

老人保健医療費の使われ方
平成15年度

※老人保健医療費には、自己負担金や
入院時の食事代は含まれていません

※各種健康保険の加入者
が納めている保険料か
ら出されているお金

「AED」という言葉をご存知です
か？　これは自動体外式除細動器のこ
とです。しかし、これでは何のことか
わからないですね。

突然心臓が止まったとき、心臓はま
だ細かいけいれんを起こしていること
が多いのです。その時に電気ショック

(除細動)を与えると、心臓が再び動き出す可能性が高いのです。
しかし、この心臓のけいれんは長くは続きませんので、電気シ
ョックを与えるチャンスは心停止から数分間しかありません。
一般に、心停止から電気ショックを開始するまでの時間が１分
遅くなるごとに７～10㌫救命の可能性は低下します。つまり、
救急隊の到着を待っていては遅すぎるのです。

そこで、そばにいる人が安全に、簡単に、より早く電気ショ
ックを行える機械(AED)が開発されました。すでに世界各国で
使用され、救命効果、安全性が確かめられています。日本でも
昨年７月に一般市民が使用できるようになりました。

電源を入れると、AEDが次に何を行うか音声で指示し、その
指示どおりに行っていけば、電気ショックを与えることができ
るようになっています。もちろん、電気ショックが必要かどう
かの判断もAEDが行います。内部に心電図などの記録を保存し
ていますので、あとでそのとき何が起こっていたか確認するこ
ともできます。

秋田市では年間200人以上のかたが突然の心停止で病院に救
急搬送されています。現在、AEDはアルヴェ、秋田空港に各１
台設置されているだけですが、今後消火器のようにいたるとこ
ろに置かれ、いつでもだれでも近くにあるAEDを使って電気シ
ョックや心肺蘇生法が実施できるのであれば、市民にとってこ
れほど心強いことはありません。

ラグビーの盛んな秋田！「ワンフォーオール、オールフォー
ワン」の精神を忘れることなく、かけがえのない命をみんなで
守り、だれでも安心して生活できる社会にしていきましょう。

このコーナーでは、みんな
が健康で元気に過ごすため
に必要な、ドクターからの
ちょっとしたアドバイスを
紹介します。

今月のドクター

円山
えんざん

啓司
(市立秋田総合病院 救急治療室室長)

先生

ＡＥＤで蘇
よみがえ

れ、鼓動
一般市民の手で心臓に電気ショックが可能

アルヴェと秋田空港に設置されています

ＡＥＤ

お医者さんにかかるときは、健
康保険証と老人保健の医療受給者
証を必ず持っていきましょう

グラフ
１

グラフ
２

グラフ
３

※数値は合併前の秋田市分です。

AED=Automated External Defibrillator
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対象
秋田市に住民票があり、勤務していないかた、
もしくは勤務先で健診を受けないかた

雄和市民センター福祉保健班
TEL(８８６)５５３０

保健予防課TEL(８８３)１１７２

●基本健康診査の採尿容器、大腸がん検診の採便
容器は、４月１日(金)から雄和市民センターと
大正寺連絡所でお配りします

●基本健康診査を受けるかたは、朝食をとらない
でおいでください

●胃がん検診を受けるかたは、前日の夜８時から
検診終了まで、飲食・喫煙を避けてください

●健康手帳をお持ちのかたはお持ちください

日
程
と
会
場

受付時間は午前８時～10時。ただし、子宮がん
検診と乳がん検診は正午～午後１時。

受
診
の
際
の
注
意
点

平成17年度から、これまで秋田区域で行って
きた検診車の巡回検診(胸部検診・胃がん検診)、
医療機関での受診(基本健康診査・各種がん検診)
に加え、河辺・雄和区域で下記のような集団健
診を行います。

これは河辺・雄和区域以外のかたも受診でき
ます。これまで11月に市保健センターで行って
いた追加健診はなくなりますので、秋田区域の
かたで集団健診を希望するかたは河辺・雄和区
域の会場で受けてください。雄和区域は４月(下
記参照)、河辺区域は７月に行います。

また、河辺・雄和区域のかたが秋田区域で行
う検診車の巡回検診や医療機関での健診を受け
ることもできます。胸部検診は６月から、胃が

ん検診は７月から、医療機関での基本健康診査
や各種がん検診は９・10月に行います。

なお、骨粗鬆症検診(９・10月)、歯周疾患検
診(７～10月)は医療機関でのみ行います。対象
となるかたには後日、受診券を郵送します。

子宮がん・乳がん検診が２年に１回の受診に
なるほか、対象年齢などが次のように変わります。

問い合わせ

雄
和
・
河
辺
で

集
団
健
診 胸部検診 結核検診は65歳以上、肺がん検診は

40歳以上が対象に。

子宮がん検診 対象年齢を20歳以上に引き下
げ。子宮体がん検診は廃止。

乳がん検診 対象年齢を40歳以上に引き上げ。マ
ンモグラフィ(乳房Ｘ線撮影装置)検査を導入。

歯周疾患検診 新たに60歳・70歳のかたも対象に。

申し込みは必要ありません。直接会場へどう
ぞ。乳がん検診はマンモグラフィ検査に時間が
かかるため、各日先着30人程度となります。

今回受けられないかたは、７月の河辺区域の集団健診、
または検診車・医療機関での健診を受けてください。

なお、この健診は雄和区域以外のかたも受けられます。

対象年齢などが一部変わります

集団健康診査

保
健
予
防
課T

E
L(

８
８
３)

１
１
７
２

秋田区域のかたも受けられます

(４月)(４月)

(７月)

▲

▲
▲

▲

次のかたは「健康保険証」など、年齢を証明できるも
のお持ちください…65歳以上 胸部検診が無料　70
歳以上 基本健康診査・肝炎ウイルス検診・胸部検診
が無料　75歳以上 前立腺がん検診以外が無料

生活保護受給世帯のかたは「医療のしおり」をお持ちください

市民税が非課税のかたは平成16年度の「市・県民税(所
得・課税)証明書」をお持ちください。
※証明書をお求めの際、「健診受診のために必要」と
お申し出いただければ発行手数料はかかりません

秋田市国民健康保険の被保険者は「国民健康保険被保険
者証」をお持ちください…基本健康診査・前立腺がん検
診・大腸がん検診・胃がん検診・子宮がん検診が無料

受
診
が
無
料
に
な
る
か
た

▼

▼

▼



●表１でいう「社会保険本人」とは国民健康保険(市町村国民健康保険、
国民健康保険組合)以外の健康保険に加入している被保険者をさします。

表１

障害福祉課医療福祉室老人・福祉医療担当
TEL(８６６)２５１３　ＦＡＸ(８６３)６３６２

問い合わせ

表２

◆乳幼児
◆心身障害(児)者
◆母子父子家庭のかた

ホームページ
http://www.city.akita.akita.jp/city/wf/sc/

Ａ以外のかたで、市・県民税を
納税通知書で納付しているかた

市民税・県民税特別徴収税額通
知書の「総所得金額①」欄の額

市民税・県民税納税通知書の３枚
目に綴られている明細書(所得・
控除)の「総所得①＋②」欄の額

▼

乳幼児の
所得制限は？

＊扶養親族が１人増すご
とに、所得基準額に38
万円が加算されます

乳幼児以外の所得基準額につい
ては、お問い合わせください。

２
歳
以
上
の
乳
幼
児
の
通
院
に

対
す
る
助
成
の
所
得
基
準
額

下の表１に該当するかたは、申請すると福祉医療費の受給者
証が交付されます。診療を受ける際、この受給者証と健康保険
証を一緒に医療機関に提示すると、保険診療の自己負担分が助
成されます。今まで申請をしていなかったかたは、障害福祉課
医療福祉室へお問い合わせください。

福祉医療費助成制度は、毎年８月１日から翌年７月31日まで
を１年度としています。平成16年度(平成16年８月１日～17年７
月31日)の受給者証の交付にあたっては、平成16年度(15年中)の
所得を確認します。

以前、所得制限を超えているため該当しなかったかたでも、
修正申告などにより平成16年度(15年中)の所得が少なくなった
り扶養人数が増えたりした場合は、申請月から交付される場合
があります。

福祉医療費助成制度で２歳以
上の乳幼児が通院する場合の所
得制限は表２のとおりです。

平成16年度(15年中の所得)の
総所得額から、社会保険料控除
一律８万円、配偶者特別控除額
などを控除した額が表２の基準
額以内であれば、制度に該当し
ます。

総所得額は、市・県民税を納
付する通知書(下のＡ・Ｂ)でご
確認ください。父母の所得は合
算せず、それぞれの所得額で判
断します。

サラリーマンで市・県民税
を

▼

Ａ

Ｂ

17 広報あきた　３月11日号
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４歳未満で平成16年11月30日以前に生まれ、未接種のお子
さんは下記の接種日に受けてください。
特に４月６日で１歳以上になるかたは最後の無料接種の機会です。

■受付時間 午後１時30分～２時15分
■ツベルクリン反応検査 ３月29日(火)、市保健所２階会議室　
■(陰性の場合)ＢＣＧ ３月31日(木)、市保健センター

直接会場へどうぞ。子ども未来セ
ンターTEL(887)5340

６か月から３歳までのお子さん
とお母さんが対象です。受講料１
組1,050円(入館料込み)。
とき／３月14日(月)午前10時～11
時　ところ／クアドームザ・ブー
ン　定員／先着20組
●申し込み　３月11日(金)までザ・
ブーンTEL(827)2301

ほっぺの会 仁井田地区の就学前
のお子さんと保護者が対象です。
３月８日(火)午前10時～、仁井田児
童館で。仁井田地区主任児童委員
の田近さんTEL(839)5002
さくらっこクラブ 就園前のお子
さんと保護者が対象です。３月11
日(金)午前10時～正午、桜児童セン
ターで。桜地区主任児童委員の三
浦さんTEL(835)7307
あおぞらキッズ 就学前のお子さ
んと保護者が対象です。３月13日
(日)午前10時～11時30分、外旭川
児童センターで。外旭川民児協の
児玉さんTEL(868)1265
とんとんくらぶ 下北手地区の３
歳未満のお子さんとご家族が対象
です。３月15日(火)午前10時～11
時30分、下北手児童センターで。
下北手地区主任児童委員の兒

こ

玉さ
んTEL(834)7347

■
日
程
表
■
　
受
付
時
間
▼
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
15
分

市�
■
各
会
場(

河
辺
・
雄
和
地
区
を
除
く)

と
も
駐
車
場
が
狭
い
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
ア
ル
ヴ
ェ
の
駐
車
場
は
有
料
で
す
。
不
都
合
な
か
た
は
、

ほ
か
の
会
場
の
指
定
日
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

健康管理課TEL(883)1179

対
　
象

６か月までのお子さん
(できるだけ３か月から６か月ま
での間に受けましょう)
※17年度に限り、病気や他の予
防接種との間隔など、やむを
えない事情で６か月を超えた
場合は１歳未満まで接種でき
ますが、できるだけ早い日に
受けてください。

用
意
す
る
物

母子健康手帳と予診票
●４月から予診票が変わります。
17年２月７日以前に母子健康手
帳別冊を受け取っているかた
は、会場で新しい予診票に記入
してください。
●冊子「予防接種と子どもの健康」
をお持ちのかたは、読んでから
おいでください。

乳児の
●BCG接種を受けられないお子さん
・熱がある　・重い急性疾患にかかっ
ている　・他の予防接種や外傷によ
るケロイドができやすい　・その他、
医師が不適当な状態と判断した場合

●接種の際に医師と相談が必要なお子さん
次に該当するお子さんは、予診す

る医師の参考として、診断書が必要
な場合もありますので、あらかじめ
主治医とご相談ください。
・心臓疾患、腎臓疾患、肝臓疾患、発
育障害などで治療や指導を受けている

・前回の予防接種で２日以内に発熱、
全身に発疹などのアレルギ－とみら
れる症状があった　

・今までにけいれんを起したことがある
・今までに免疫状態を検査して異常
を指摘されたことがある

●他の予防接種との間隔
・前に三種混合、二種混合、日本脳炎、
インフルエンザ、Ｂ型肝炎(ＨＢワ
クチン)を受けたお子さんは１週間
以上あけてください

・前にポリオ、麻しん、風しん、お
たふくかぜ、水痘を受けたお子さん
は４週間以上あけてください

・ＢＣＧ接種後、４週間は他の予防接
種は受けられません

接種
結核予防のために受けましょう。17

年４月からＢＣＧの対象年齢が「生後
６か月まで」に変わり、接種方法もツ
ベルクリン反応検査を行わず、ＢＣＧ
を直接接種する方法に変わります。
接種は月齢ごとに行います。お子さ

んは、保護者かお子さんの健康状態を
知っているかたがお連れください。

対象年齢が「生後６か月まで」に変わります

ママとベビィのうきうきスイミング

育児サークルにおいで

夜間(午後７時30分
～10時30分) 小児
科、耳鼻いんこう科
休日・祝日・年末年始
(午前９時30分～午後
３時30分) 小児科

夜間休日応急診療所TEL(832)3333
保健予防課TEL(883)1172

４
月
以
降
の
診
療
科
目

問い合わせ

千秋久保田町の県成人病
医療センター１階の夜間休
日応急診療所では、休日の
内科の診療を３月末で終了
し、４月１日(金)から診療
科目が下記のように変わり
ます。下記の時間・科目以
外の受診は、市立病院、組
合病院、赤十字病院、中通
病院へお願いします。

夜間休日応急診療所
診療科目が変わります



個人通知はしませんので、母子
健康手帳別冊をよく読んで受診し
ましょう。別冊をまだお持ちでな
いかたは、市民課、土崎支所、新
屋支所、市民サービスセンター(ア
ルヴェ１階)、河辺市民センター、
雄和市民センター、岩見三内連絡
所、大正寺連絡所へどうぞ。市保
健所保健予防課TEL(883)1172
■４・７・10か月児健康診査
４・７・10か月になった日から

１か月以内のお子さんを対象に、
母子健康手帳別冊に記載されてい
る市内の委託医療機関(ひがし稲庭
クリニックを除く)で行っています。
■１歳６か月児健康診査
中央・東部・南部・北部・西部

地域は15年９月生まれ、河辺地域
は15年８～10月生まれ、雄和地域
は15年９・10月生まれのお子さん
が対象です。河辺・雄和地域は、
３か月に１回実施します。初日は
混雑しますので、右表の地区割り
を確認して対象となる日に直接会
場へどうぞ。都合が悪く、受診で
きないかたはご連絡ください。
また、２歳未満のお子さんまで

受診できますので、まだ受けてい
ないかたもご連絡ください。当日
は、母子健康手帳と別冊、バスタ
オルをお持ちください。受付時間
は午後零時45分～１時30分。
中央地域 ４月12日(火)、市保健
センター　東部・南部①(右表参
照)地域 ４月13日(水)、アルヴェ
４階　北部地域 ４月14日(木)、
土崎支所３階　南部②(右表参
照)・西部地域 ４月15日(金)、市
保健センター　雄和地域 ５月18
日(水)、雄和公民館３階　河辺地域
５月19日(木)、河辺総合福祉交

流センター
■３歳児健康診査
中央・東部・南部・北部・西部

地域は13年10月生まれ、河辺地域
は13年９～12月生まれ、雄和地域
は13年10～12月生まれのお子さん

が対象です。河辺・雄和地域は、
３か月に１回実施します。初日は
混雑しますので、下表の地区割り
を確認して対象となる日に直接会
場へ。都合が悪く、受診できない
かたはご連絡ください。
また、４歳未満のお子さんまで

受診できますので、まだ受けてい
ないかたもご連絡ください。当日
は、母子健康手帳別冊にある３歳
児健康診査用アンケートと尿検査
セット(尿を容器に採って)、母子健
康手帳をお持ちください。受付時
間は午後零時45分～１時30分。
中央地域 ４月19日(火)、市保健
センター　東部・南部①(下表参
照)地域 ４月21日(木)、アルヴェ
４階　南部②(下表参照)・西部地
域 ４月26日(火)、市保健センタ
ー　北部地域 ４月28日(木)、土
崎公民館　雄和地域 ６月８日
(水)、雄和公民館３階　河辺地域s
６月９日(木)、河辺総合福祉交流

センター
■１歳６か月児・３歳児健診の会
場の地区割り　

※東部と南部①の会場となるアル
ヴェ周辺には無料駐車場がありま
せんので、公共交通機関などをご
利用ください。

２歳になった日から２歳２か月
になる前日までのお子さんを対象

に、母子健康手帳別冊に記載され
ている市内の委託医療機関(小澤歯
科医院、泉南デンタルクリニック、
工藤歯科医院、アキタデンタルクリ
ニック、歯科大町クリニックを除
く)で行っています。個人通知はし
ませんので、母子健康手帳別冊をよ
く読んで受診しましょう。
●問い合わせ　市保健所保健予防
課TEL(883)1172

保健師や栄養士が育児などの相
談に応じます。３月28日(月)午前
10時～午後３時30分、市保健セン
ターで。事前に申し込みが必要で
す。お気軽にどうぞ。
●申し込み　市保健所保健予防課

TEL(883)1174

生後４～５か月のお子さんのい
るかたが対象です。お子さんの月
齢にあった離乳食の進め方、食品
の調理法、試食。栄養士や保健師
による個別指導もあります。筆記
用具、母子健康手帳、おしぼりを
持って、お子さんと一緒に直接会
場へどうぞ。受講無料。市保健所
保健予防課TEL(883)1175
とき／３月14日(月)午前10時～11
時30分　ところ／市保健センター

２歳前後のお子さんのいるかた
が対象です。幼児食の進め方、食
品の調理法、試食。受講無料。
とき／３月22日(火)午前10時～11
時30分　ところ／市保健センター
定員／35人
●申し込み　３月７日(月)から市保
健所保健予防課TEL(883)1175

就学前のお子さんと保護者が対
象です。３月15日(火)午前10時30
分～11時、子ども未来センターで。
絵本の読み聞かせなど。参加無料。

● 元気が大好き 育児コーナー

育 児
乳幼児健康診査

初期離乳食教室

市保健所の育児相談

３月８日(火)午前９時から子ども
未来センターTEL(887)5340

と　き ３月23日(水)午前10時～正午
ところ アルヴェ４階洋室

就学前のお子さんの保護者が対象です。
文教大学専任講師・秋山邦久さんの講演
「子どもの発達と親の役割」と情報交換。
参加無料。託児あり(先着30人)。

２歳児歯科健康診査

ぱくぱく教室

おはなし会へどうぞ

申し込み
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おおむね60歳以上のかたが対象で
す。参加無料。直接会場へどうぞ。
とき／３月15日(火)午前10時～正午
ところ／飯島老人いこいの家
●問い合わせ　飯島老人いこいの家

TEL(845)3692

種目は水泳・ストレッチ・水中歩
行。時間は各45～60分。料金は、中
学生以下1,050円、高校生以上2,100円
(いずれも入館料別)。
●申し込み　クアドームザ・ブーン

TEL(827)2301

正しいウォーキングの実技。男女年
齢不問。申し込みは電話、ファクスで
４月２日(土)まで、住所、氏名、年齢、
電話番号をお知らせください。秋田市
女性のスポーツ愛好者連絡協議会
TEL(883)1133 ファクス(883)0151
とき／４月５日(火)・12日(火)・19日(火)
午前10時～正午　ところ／八橋陸上競
技場に集合　参加料／500円

「稲わら焼きは大丈夫？」をテーマ
に、専門家による講演と討論会。定員
50人程度。参加無料。
とき／３月５日(土)午後４時～
ところ／アルヴェ４階洋室Ｃ　
●問い合わせ　秋田大学医学部臨床検
査医学の齋藤さんTEL(884)6209

「腎臓病・透析患者から見る検査デ
ータの見方」と題し、秋田県臨床工学
技士会の熊谷誠会長が講演。
とき／３月６日(日)午前10時～正午
ところ／寺内の青少年交流センター・
ユースパル　参加料／無料　
●問い合わせ　(財)秋田県臓器移植推
進協会TEL(832)9555

寝たきりや痴呆のかたを家庭で介護
しているかたが対象です。参加無料。
直接会場へどうぞ。
とき／３月28日(月)午後１時30分～３
時　ところ／市保健センター
●問い合わせ　在宅介護者の集い代表
の廣田伴三郎さんTEL(863)0935

往復はがきでお申し込みください。
右の記入例を参考に、希望する農園１
か所と、郵便番号、住所、氏名(フリガ
ナ）、電話番号を書いて、３月15日
(火)(消印有効)まで、〒010-8560 秋田
市役所農政課へ。申し込みは１家庭１
通(厳守)。他人名義での申し込みなど
は禁止します。
申し込み多数の場合は、３月23日

(水)午前10時から旧市職員会館(市役所
分館となり)で公開抽選を行い、抽選結
果は４月11日(火)に応募者全員へ郵送
します。

申し込み方法

農政課TEL(866)2115

●申し込みはがき記入例

問い合わせ

雄和市民農園(有料)は全区画契約中の
ため、今回は募集しません。空きが
出しだい広報あきたでお知らせしま
す。

健康

土に親しみ、栽培と収穫の喜びを味わってみませんか。
農園の広さは１区画20～25㎡。１家庭で１区画、４月下旬から12月下旬

まで利用できます。
申し込みは本人か同居家族に限り、当選した場合は他のかたへ農園を貸

すことはできません。また、隣接の利用者や周辺の迷惑にならないように、
年間を通して除草や清掃などの管理ができ、基本的に自家用車以外で来園
できるかたが対象です。

市
民
農
園
の

利
用
者
を
募
集

申
し
込
み
は
３
月
15
日
(火)
ま
で

①東部・手形山地区　　（116）
②東部・広面谷地田地区 （69）
③東部・広面樋ノ沖地区 (33）
④中央部・八橋田五郎地区（94）
⑤南部・仁井田柳林地区 （34）
⑥南部・仁井田新中島地区 (81）
⑦西部・新屋比内町地区 （80）
⑧北部・飯島堀川地区　（109）

合計　　 616

市民農園の地区と区画数

※中央部・保戸野地区の農園は
平成16年度で閉園しました。
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３/２(水) ３/８(火)
●税を学ぼう！～下新城小
学校で租税教室

●秋田市ほっと情報
●週末は河辺・雄和の温泉
でぽっかぽか！

３/９(水) ３/15(火)
月～金　午前10時55分～

月～金　午後３時50分～
土 午後３時55分～

水 午後10時54分～　

テレビ
ガイド

●明日のクリエーターたち
～赤れんが郷土館企画展

●ぬくもりのある風景
～千秋美術館企画展

●詐欺行為をなくそう！

15
分 ●３/27(日)７：30～ ABSおはよう秋田市長です「新年度の予算と事業」

AAB  おはよう秋田市から

ABS こんにちは秋田市から

５
分
間
テ
レ
ビ
番
組
AKT  こんばんは秋田市から

詳しい放送日程は
広報課へどうぞ
TEL (866)2034

エフエム秋田 秋田市マンデー555
ABSラジオ 秋田市今週のいちネタ

毎週月　午後５ 時54分～

毎週火　午前10時30分～

ラジオ
］●声の広報をお届けします●３月19日開園！　大森山動物園

秋田コミュニティ放送　市長と一緒 毎週火　午前 ９ 時00分～
エフエム秋田 ふれあい情報 月～土　午前10時55分～

もうすぐ春♪～

※八橋多目的グラウンド…４月からナイター利用ができる予定で

す。軟式野球、ソフトボール、陸上投てき練習などにどうぞ。

※公共施設案内・予約システムを使って申し込みをするために

は、事前に利用者登録が必要です。八橋陸上競技場、市立体育

館、茨島体育館などで登録できます。

市では、海外の姉妹都市などと長いあい
だ築いてきた友好関係をいかし、市民のか
たにホームステイ先を紹介します。

詳しくはお問い合わせください。

ホ
ー
ム
ス
テ

イ
先(

予
定)

希
望
者
の
要
件

問い合わせ

ホームステイしてみませんか！

●中国甘粛省蘭州市
●ドイツバイエルン州パッサウ市
●ロシア沿岸地方ウラジオストク市
●アメリカアラスカ州キナイ半島郡

企画調整課国際交流担当
TEL(866)2033

平成17年４月１日現在、満10歳以
上の秋田市民。ただし、単独参加
の場合は、満13歳以上であること
７日以上連続してホームステイする
こと

平成17年４月１日現在満10歳～17歳
のかたには、市で算定した訪問国まで
の航空運賃の半額を助成します(希望
者多数の場合は抽選)。

費
用
の
助
成

海外の姉妹都市で

申
し
込
み

３月25日(金)(必着)まで、はがきまたはファクスに希望教室名、住
所、氏名、生年月日、連絡先を書いて、〒010-0976秋田市八橋南
一丁目８－７　サンライフ秋田「運動と趣味の教室」係へ。直接
窓口でも申し込みできます。

ファクス(863)1531 TEL(863)1391

たのしいエアロビ

クス (25歳以上)
４月８日(金)から６月24日(金)まで
の毎週金曜日、18：30～19：45 8,400円 25人

サン・エアロ
(30歳以上)

４月６日(水)から６月22日(水)まで
の毎週水曜日、18：00～19：15 8,400円 25人

ミディアムエアロ
(30歳以上)

４月８日(金)から６月24日(金)まで
の毎週金曜日、10：00～11：15 8,400円 25人

やさしい社交ダンス
(初級) (25歳以上)

４月９日(土)から６月25日(土)まで
の毎週土曜日、10：00～12：00 9,450円 26人

ジャズリズム
(25歳以上)

４月６日(水)から６月22日(水)まで
の毎週水曜日、10：45～12：00

8,400円 25人

パッチワーク(初級)
(25歳以上)

４月７日(木)から６月23日(木)まで
の毎週木曜日、10：00～12：00

9,450円
(別途教材費あり)

25人

ドライフラワーアレン
ジメント(25歳以上)

４月７日(木)・21日(木)、５月19日(木)、６
月２日(木)・16日(木)、18：30～20：30

4,720円
(別途教材費あり)

20人

謡曲
(20歳以上)

４月９日(土)から６月25日(土)まで
の毎週土曜日、18：00～20：00 7,560円 20人

運動不足な人の教室
(20歳以上)

４月９日(土)から６月25日(土)まで
の毎週土曜日、10：30～11：45 8,400円 20人

教室名 日程 受講料 定員

サンライフ秋田 運動と趣味の教室

４月分は４月１日（金）から�
で�

屋外体育施設が
オープンします

冬の間休んでいた屋外体育施設がオープンします。
どうぞご利用ください。なお、河辺・雄和の体育施設
は11ページをご覧ください。スポーツ振興課TEL(866)2247
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■協力項目…①地域における生活関連商品などの調査報
告②消費生活に関する意見、苦情、要望の報告③市が主
催する消費生活に関する研修会への出席

■新屋図書館の映画上映会
「雪之丞変化」(大川橋蔵ほか)を上
映。３月12日(土)午後１時開場、も
もさだホールで。先着100人。直接
会場へどうぞ。TEL(828)4215
■土崎図書館の映画上映会
「日本列島」(宇野重吉、二谷英明ほ
か)を上映。３月19日(土)午後２時～
４時、土崎図書館で。先着70人。
申し込みは３月４日(金)午前10時か
ら土崎図書館へ。TEL(845)0572

小学生以上が対象です。航空自衛
隊秋田救難隊で輸送用ヘリコプター
に乗ってみませんか。申し込みは３
月９日(水)まで、市役所1階(守衛室
側)、河辺・雄和市民センターにあ
る申込用紙で同所にある申込箱へ。
応募多数の場合は抽選。定員90人。
とき／４月16日(土)午前９時から
ところ／秋田救難隊(秋田空港手前)
●問い合わせ　秋田救難隊広報室

TEL(886)3320内線220

公立美術工芸短大の第９回卒業制
作展と第８回修了制作展を同時開催
します。卒業・修了生たちの学生生
活の集大成をぜひご覧ください。
とき／３月２日(水)～６日(日)午前10
時～午後５時　ところ／アトリオン
２階美術展示ホール、３階展示室
入場料／無料
●問い合わせ　秋田公立美術工芸短
大事務局学生課TEL(888)8105

秋田スギの家を知るフォーラム。
県立大学木材高度加工研究所の飯島
泰男教授の基調講演とパネルディス
カッション。参加無料。
とき／３月12日(土)午後１時～４時
30分　ところ／御所野の中央シル
バーエリア
●申し込み　県秋田スギ活用促進チ

ームTEL(860)2238

「輝く笑顔　君こそスターだ」が
テーマ。入場無料。直接会場へ。
とき／３月13日(日)午後１時30分開
場　ところ／県立武道館(向浜)
●問い合わせ　秋田新体操クラブ事
務局TEL090-9039-5717

幼稚園児から中学３年生までが対
象です。楽しみながらラグビーを学
びませんか。
練習日時／毎週日曜日(第２日曜日を
除く)、午前９時30分から約２時間
ところ／新屋にある元東北電力ラグ
ビー場　年会費／10,000～12,000円
●申し込み　エコー少年ラグビーク
ラブの佐藤さんTEL090-3362-8587

■土崎出張所が統合
秋田地方法務局土崎出張所は、３

月22日(火)から、同法務局登記部門
(山王七丁目1-3)に統合します。
■商業法人登記がオンライン化
秋田市に本店または支店を有する

会社および法人登記の申請がインタ
ーネットで行えるようになりまし
た。登記事務の取り扱いやオンライ
ン申請など詳しくは、秋田地方法務
局へ。TEL(862)6531

雄和地区にお住まいで、大学、短
大、専修学校などに在学、または在
学見込みの学生が対象です(所得制
限あり)。
■奨学金の貸与額・返還条件
貸与月額／25,000円　
貸与期間／本人の在学する大学など

の最短修学年限　
返還期間／貸与期間の２倍の期間内
貸与利息／無利息　
申込期間／４月１日(金)～30日(土)
●問い合わせ　(財)雄和育英会(国際
教養大学寮内)TEL(886)3665

市交通局で管理している土地を公
売します。説明会は、現地に直接お
いでください。
売却土地　①金足堀内字神田27番
３他一筆(雑種地)…説明会は３月７
日(月)午前10時～　②飯島新町一丁
目679番他一筆(宅地)…説明会は３
月７日(月)午後１時～
入札日時　３月18日(金)午前11時(受
け付けは午前10時から)
会場 市交通局管理棟
入札保証金　入札金額の100分の５
以上
●問い合わせ　交通局管理課

TEL(862)3891

市内小学校のグラウンド、体育館
を地域のみなさんに無料で開放して
います。ご利用の際は、直接各小学
校へお問い合わせください。
個人、グループ(９人以下)で利用す
る場合 ４月から11月までの毎週
水曜日に使用できます。グラウンド
は午前６時～７時30分、体育館は
午後７時～９時
団体(10人以上)で利用する場合
学校が認めるときはいつでも利用で
きます

今年３月卒業予定の大学・短大・
高専・専修学校の学生が対象です。
企業の採用担当者との個別面談など。
３月24日(木)午後１時～５時　(受け付
けは正午から)、秋田ビューホテルで。
●問い合わせ　県雇用対策室

TEL(860)2334

み
ん
な
の
情
報

生活課TEL(866)2074問い合わせ　

案 内

消費生活に関心が高く、次の項目に積極的に
協力できる20歳以上のかたが対象です。定員15
人で、任期は１年。選考の結果は３月末までに
お知らせします。
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■申し込み はがきまたはファクスで、住所、氏名(ふ
りがな)、性別、年齢、職業、電話番号、消費生活につ
いて関心のあることを100字程度にまとめ、３月15日(火)
まで、〒０１０-８５６０秋田市生活課消費生活担当

ファクス(866)2415
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小学生が対象です。おにぎり、豚
汁などのアウトドアランチ作り。材
料費300円。先着25人。
とき／３月23日(水)午前10時～正午
ところ／土崎公民館
●申し込み　３月３日(木)から土崎
公民館TEL(846)1133

小中学生が対象です。受講無料。
とき／毎週土曜日、午後１時～４時
ところ／八橋将棋倶楽部(八橋本町
六丁目10-7) 定員／先着10人
●申し込み　日本将棋連盟八橋支部
の佐藤金治さんTEL(823)2372

会場は中央図書館明徳館。受講無
料。申し込みはいずれも３月３日
(木)午前９時から中央図書館明徳館
へ。TEL(832)9220
市民講座 「佐竹三十六歌仙を読む」
講師は秋田大学・県立大学名誉教授
の佐々木久春さん。先着50人。３
月11日(金)・18日(金)・25日(金)の3
回、午後１時～３時　
文化講演会「清原氏と平泉藤原氏の時代」
講師は東北歴史博物館の工藤雅樹館
長。先着80人。３月20日(日)午後２
時～３時30分

「アカデミック漫談～数式で考え
る幸せ論」と題し、米谷裕夫・県秋
田地域振興局企画福祉課長が講演し
ます。受講無料。
とき／３月12日(土)午前10時～正午
ところ／南部公民館　
●申し込み　南部公民館

TEL(832)2457

「子どものしつけは親がやる、親
のしつけは誰がやる」と題し、人権
擁護委員の山崎澄子さんが講演しま
す。受講無料。直接会場へどうぞ。
とき／３月10日(木)午前10時～正午
ところ／土崎公民館
●問い合わせ　土崎公民館

TEL(846)1133

時間は午前10時～午後零時30
分。会場は秋田テルサ。先着各24
人。参加料各1,700円。申し込みは
３月４日(金)午前10時から秋田テル
サへ。TEL(826)1800
身近な野菜で特上の一品　３月16
日(水) 健康食！コラーゲンをたっ
ぷり取れるレシピ ３月18日(金)
フランスのやさしい家庭料理 ３月
23日(水) 絵巻寿司　３月25日(金)

受講無料。申し込みは、３月末日
まで、往復はがきで。詳しくは中央
シルバーエリアへお問い合わせくだ
さい。TEL(829)2151
陶芸　粘土代１kg750円。定員各20
人。土曜の午前コース・午後コース
は４月16日(土)から６か月。水曜(午
前)コース(60歳以上)は４月20日(水)
から６か月
木工　定員各６人。日曜コースは４
月17日(日)から３か月。木曜午前コ
ースは４月21日(木)から６か月

15歳以上で全日程参加できるか
たが対象です。食事や洗髪の介助、
体位変換など、介護に必要な技術を
学びます。教材費1,000円。先着20
人。
とき／３月19日(土)・20日(日)・21日
(月)の３日間、午前９時～午後５時
ところ／県社会福祉会館９階

●申し込み　３月17日(木)まで日本
赤十字社秋田県支部TEL(864)2731

電話相談員の養成講座です。期間
は４月７日(木)から毎週木曜日に15
回。募集要領など詳しくは、ＮＰO
法人秋田いのちの電話事務局へ。

TEL(823)0021

落語家・桂文也さんによるジェン
ダーをテーマにした講演と落語な
ど。入場無料。託児あり(予約制)。
とき／３月５日(土)午後１時～４時
ところ／みずほ苑　定員／100人
●申し込み　県中央男女共同参画セ
ンターTEL(836)7853

受講料は①②③が会員9,450円、非
会員14,700円、補習が8,400円、丙種
9,450円。申し込みは秋田県危険物安
全協会連合会へ。TEL(836)3236
乙種第４類 ①土日コース＝３月12
日(土)・13日(日)午前９時30分から
(13日は午前９時から)県社会福祉会
館　②平日コース＝３月24日(木)・25
日(金)午前９時から秋田テルサ ③土
日コース＝４月９日(土)・10日(日)午
前９時から文化会館　
補習　５月８日(日)午前９時30分か
ら文化会館　丙種　３月27日(日)午
前９時から県生涯学習センター

いずれも鑑賞無料。
■東部公民館の春休み子ども映写会
「忍たま乱太郎」「六人のごうけつ」
など。３月23日(水)午前10時～正午、
東部公民館で。直接会場へどうぞ。
TEL(834)2206
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秋田南大橋から秋田大橋間の雄物川河川敷約3.5㌔に植樹する
桜の木(ソメイヨシノ)118本のオーナーを募集します。オーナー
代は１本につき25,000円。植樹は４月下旬～５月上旬ごろ。

申し込み

のオーナーになりませんか桜 水辺環境を考え、桜を育む
申込書をホームページから入手するか、電話で
請求したうえで、３月15日(火)までにお申し込
みください。応募多数の場合は抽選となります。
NPO法人 花と風のまち・ネット
TEL(865)6147 ファクス(896)5235
Eメール hanatokazenomati@yahoo.co.jp
http://www.akita-kenmin.jp/hanakaze/

希望と不安を胸に…。卒業生の思いはいつの時代も変わりません

昭和28年に行われた久保田中学校最後の卒業式。
明徳・中通学区からなる久保田中は、市内の新制中学校の一つとして、

昭和22年、現在の秋田駅前の中央通り付近に開校しました。
しかし、繁華街に近いという風紀上の問題や生徒数の増加から、

中学校統廃合の対象となり、わずか６年で廃止に。
明徳学区の生徒は秋田東中へ、中通学区の生徒は秋田南中へ通うことになりました。

新しい旅立ちへの希望と不安、母校がなくなる寂しさ…。
紅白の幕や豪華な花もない、簡素な卒業式だけに

生徒一人ひとりの表情からいろんな思いが伝わってくる１枚です。

●秋田の昔を、写真で振り返ります。

あきたノスタルジー
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